
木村技研・京都工芸繊維大学 田嶋研究室

　　　　共同開発・製作した分光装置

①ストップトフローＥＳＲ装置の設計・製作

目的；　窒素ガス圧駆動のシリンジから２種類の反応溶液
を混合ミキサーに押し出して、瞬時にＥＳＲを測定する

設計内容；　窒素ガス圧駆動ピストンと電磁弁、溶液混合
ミキサー、ＥＳＲ装置との接続部分　

関連技術；　ストップトフロー光吸収装置の構造と機能　　



発注者との打ち合わせ内容；

①ダイフロン製のミキサー部分はお任せする
②接続部分は現物の採寸から実施する
③窒素ガス圧駆動シリンジ部分は共同提案する　　　　　　　

①シリンジピストン
　　固定金具

②駆動ピストン
　　停止ピン

③シリンジ固定金具
　取り付け位置

④シリンジ固定金具 ⑤標準シリンジ（５．０ｍｌ）
　　（旧型は０．５ｍｌが標準）

⑥ルアーロック

⑦３方コック切り替え
　　バルブ部分

⑧溶液射出チューブ
　 フランジ

⑩駆動ピストン  圧力ゲージ

駆動する方向

溶液は
ミキサーへ

溶液Ａ

溶液Ｂ

窒素ガス圧駆動シリンジ部分の提案



ストップトフロー装置をＥＳＲ装置に取り付けた状態
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ストップトフロー装置の窒素ガス圧駆動シリンジ部分



②ストップトフローのミキサー部分の改良
（キャピラリーセル用のミキサー）
目的；①混合ミキサーのデッドボリュームを小さく！　　②溶液漏れガードを設置！
設計内容；送液チューブは市販の1.6mmPEEKを使用する　
関連技術；前回作成したストップトフロー装置を流用する　

発注者との打ち合わせ内容；
①ESR装置との接続は変更無し　
②シリンジからミキサーへの配管はPEEK（OD1.6mm）

③キャピラリーセルは外径0.86mm　　　　　　

①市販のＨＰＬＣ用フランジ

③新型４ジェットミキサー
⑦キャピラリー石英チューブ
ＯＤ０．８６ｍｍ、ＩＤ０．５２～０．３ｍｍ（内径は目的に応じて変更予定）

②ＰＥＥＫチューブ
（内径１．０ｍｍ程度）
（外径１．６ｍｍ程度）

④内径０．２ｍｍ程度
（出来るだけ短く）
要相談

⑧キャピラリー石英セル
固定フランジ

⑥ＥＳＲ取り付け金具（アルミ）旧型と同じサイズ

⑨ガード用石英管

⑤Ｏ－リング

出っ張り部分を石英チューブに
突き刺して、固定する
（Ｏーリング必要？）
Ｌ１とＬ２はガードチューブと現物合わせする必要あり
Ｌ３は測定部分のサイズに合わせて決める

Ｌ１

Ｌ２

⑩振動防止素材



ミキサー部分の設計変更

ID 1.0mm

Sample A

Sample B

Dead volume 200μl

ESRフラットセル

Sample A

Sample B

石英キャピラリーID　
0.４mm

Dead volume　50μl

ID .04 mm

新型2x2　4-jet　mixer旧型2-jet-2-jet　mixer



③ミクロストップトフローユニットの開発

目的；測定部分の容量を最小に！（１０μｌにする）
キャピラリーセル（外径0.86mm）を使用する！
設計内容；ＥＳＲ共振器との接続は、新規設計
関連技術；前回のストップトフロー装置を流用する　　　

発注者との打ち合わせ内容；

①特殊ESR共振器は現物を採寸、詳細は新規設計
②ミキサーは最新の４ジェットミキサーを小型化する
③キャピラリーセルは外径0.86mm　　　　　　

特殊ESR共振器とミキサーの構成図

新規4 jet mixer 
(ID 0.5 mm)

↑drain

測定部分

石英キャピラリー 
(OD 0.86 mm)

Sample A,B

特殊共振器LGRの概観



④ＥＳＲと共通の光吸収ストップトフローの開発

分光光度計の構成
・分光計；大塚電子MCPD３０００分光計
　　　　　　　　（フォトダイオードアレイ）
・光路部分；石英管（光路長2.0 mm）

ファイバー
（光源）

ファイバー
（分光計）

ミキサー

試料溶液Ａ，Ｂ

目的；ＥＳＲと光吸収の同条件での測定したい
設計内容；セル、ファイバー、ミキサーの一体化
関連技術；ストップトフロー装置を流用する　

発注者との打ち合わせ内容；
①ミクロミキサーをＥＳＲと共用したい

光吸収ストップトフロー装置の概観


